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高
槻
市
で
の
コ
ロ
ナ
陽

性
者
数
は
、
第
６
波
（
昨

年
12
月
17
日
〜
６
月
24

日
）
で
は
２
万
６
１
２
９

人
。
第
７
波
（
６
月

25
日
〜
８
月
20
日
）
で

２
万
５
３
７
３
人
で
す
。

　
市
民
の
１
週
間
当
た
り

　

大
阪
府
は
23
日
、

感
染
者
の
累
計
は

１
８
０
万
２
３
１
０
人

で
、
府
内
で
感
染
し
て
亡

く
な
っ
た
人
は
５
８
４
３

人
と
な
り
ま
し
た
。
人
口

当
た
り
の
死
亡
者
数
は
東

京
都
の
1.8
倍
に
の
ぼ
り
ま

第
７
波
過
去
最
悪
の
規
模
で
拡
大

第
７
波
過
去
最
悪
の
規
模
で
拡
大

大
阪
ま
た
も
死
亡
者
全
国
最
多

大
阪
ま
た
も
死
亡
者
全
国
最
多

高
槻
市
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況

高
槻
市
の
コ
ロ
ナ
感
染
状
況

府
民
の
命
を
守
る
対
策
を

府
民
の
命
を
守
る
対
策
を

の
陽
性
者
数
の
推
移
は
、

第
６
波
の
一
番
多
い
週
で

２
８
０
３
人
で
す
。
第
７

波
の
感
染
は
そ
れ
を
上
回

る
急
拡
大
で
す
。
７
日
か

ら
の
週
と
14
日
か
ら
の
一

週
間
を
比
べ
る
と
３
９
８

人
増
え
ま
し
た
。
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陽性者数

陽性者数
週単位（人）

陽性者数累計（人）

累計

4,653人

56,384人

高槻市民の１週間当たりの陽性者数の推移【第６波～第７波（2021.12.12～2022.8.20）大阪府分類】

　

と
こ
ろ
が
大

阪
府
の
今
の
医

療
・
検
査
・
保

健
所
の
強
化
策

は
、
こ
の
事
態

に
対
応
す
る
に

は
余
り
に
わ
ず

か
で
す
。
高
齢

者
へ
の
外
出
自

粛
要
請
を
出
し

た
も
の
の
、
府

専
門
家
会
議
委

員
か
ら
さ
え
実

効
性
を
疑
う
声

が
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　
吉
村
知
事
は
、

「
死
亡
率
は
ゼ

ロ
に
近
い
」
な

ど
と
述
べ
、
濃
厚
接
触
者

の
隔
離
廃
止
や
感
染
症
法

上
の
５
類
へ
の
引
き
下
げ

な
ど
を
繰
り
返
し
主
張
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
で
も
高
齢
者

の
重
症
化
率
・
致
死
率
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
よ
り
高

く
、
ま
た
後
遺
症
や
さ
ら

な
る
変
異
株
発
生
の
危
険

も
あ
り
、
根
拠
の
な
い
過

小
評
価
を
す
れ
ば
、
府
民

の
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。

全
国
最
多
の
犠
牲
者
を
出

し
て
い
る
こ
れ
ま
で
の
失

敗
を
繰
り
返
さ
ず
、
一
人

で
も
多
く
の
府
民
の
命
を

守
る
た
め
に
対
策
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

す
。

　
府
内
の
病
床
使
用
率
は

69
・
６
％
で
軽
症
中
等
症

病
床
に
限
る
と
77
・
４
％
。

宿
泊
療
養
者
は
６
１
２
４

人
、
自
宅
療
養
者
は

14
万
５
３
９
７
人
、
入
院

や
療
養
先
を
調
整
中
の
患

者
は
５
万
５
７
０
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

コロナ第 7波から命を守るコロナ第 7波から命を守る
国と府への日本共産党の提案国と府への日本共産党の提案

①発熱外来の体制、高齢者施設等での頻回検査、無料PCR検査の抜本強化①発熱外来の体制、高齢者施設等での頻回検査、無料PCR検査の抜本強化
②医療全体の体制強化、臨時的医療施設・療養施設が機能する対策②医療全体の体制強化、臨時的医療施設・療養施設が機能する対策
③保健所の抜本的な機能強化支援③保健所の抜本的な機能強化支援
④必要とする人への円滑なワクチン接種の促進④必要とする人への円滑なワクチン接種の促進
⑤空港検疫の抜本強化⑤空港検疫の抜本強化
⑥なりゆきまかせの対応を改め、ＢＡ . ５系統への対策の明確化⑥なりゆきまかせの対応を改め、ＢＡ . ５系統への対策の明確化
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高
槻
市
が

高
槻
市
が
（仮称）（仮称）

福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
検
討

福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
検
討

９月28日水 10時～11時半日　時：

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
の

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
の

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介

取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介

（
仮
称
）
福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

（
仮
称
）
福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

パ
ネ
ル
展
示
説
明
会

パ
ネ
ル
展
示
説
明
会

地
域
共
生
に
は
公
的
な
支
援

地
域
共
生
に
は
公
的
な
支
援

の
充
実
と
保
障
が
不
可
欠

の
充
実
と
保
障
が
不
可
欠

●
コ
ロ
ナ
対
策
と
物
価
高
へ
の
対
応
求
め
る

●
コ
ロ
ナ
対
策
と
物
価
高
へ
の
対
応
求
め
る

●
生
理
の
貧
困
を
な
く
そ
う

●
生
理
の
貧
困
を
な
く
そ
う

　

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
は
、
発
熱
外
来
の
拡
充
、

検
査
キ
ッ
ト
の
配
布
、
無
料
検
査
所
の
設
置
、
生

活
困
窮
世
帯
へ
の
支
援
、
保
健
所
の
体
制
強
化
な

ど
８
回
に
わ
た
り
要
望
し
、
一
定
実
現
し
て
き
ま

し
た
。（
実
現
し
た
こ
と
＝
保
健
師
の
増
員
、
発
熱

外
来
の
充
実
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
、
事
業
者
応

援
給
付
金
、
水
道
料
金
基
本
料
の
減
免
、
学
校
給

食
無
料
な
ど
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
女
性
が
様
々
な
犠
牲
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
低
賃
金
や
非
正
規
雇
用
で
働
く
女

性
が
仕
事
を
失
い
、
生
理
用
品
を
購
入
で
き
な
い

女
性
が
増
え
て
い
る
と
社
会
問
題
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
生
活
必
需
品
で
あ
る
生
理
用
品
を
公
共
施

設
の
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
こ
と
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
１
月
７
日
か
ら
学
校
の
ト
イ
レ
や
公
共
施
設

の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
の
設
置
が
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
ト
イ
レ
で
の
設
置
は
継
続
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
備
蓄
が
な
く
な
り

公
共
施
設
の
ト
イ
レ

の
設
置
が
現
在
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
す
。

引
き
続
き
、
設
置
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

　
８
月
20
日
、
21
日
に
開

催
さ
れ
た
（
仮
称
）
福
祉

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
パ
ネ
ル
展
示

説
明
会
に
は
１
３
３
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
検

討
状
況
を
パ
ネ
ル
に
し
て

展
示
し
、
パ
ネ
ル
を
見
な

が
ら
説
明
会
参
加
者
が
市

職
員
に
質
問
や
意
見
を
す

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
も
集
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
市
は
説
明

会
で
意
見
を
集
め
、
福
祉

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
運
営
に
で

　
高
槻
市
は
地
域
共
生
社
会
の
モ
デ
ル
整
備
と

し
、
植
木
団
地
跡
地
（
川
添
１
丁
目
）
に
「（
仮

称
）
福
祉
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
は
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
や
が
て
は
そ
の
取
組

や
成
果
を
市
内
全
域
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

き
る
だ
け
反
映
し
て
い
き

た
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
た
め
に
な
る
整

備
に
な
る
よ
う
、
私
も
意

見
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
家
族
や
地
域
社
会
が
変

化
す
る
中
、
社
会
的
孤
立

な
ど
の
問
題
が
生
じ
、
縦

割
り
の
現
行
制
度
で
は
対

応
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
私
は
社
会

保
障
が
壊
さ
れ
、
支
援
が

届
か
ず
、「
助
け
」
を
求

め
る
声
が
出
せ
な
く
な
っ

た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
こ
の
間
だ
け
で
も
、
年

金
削
減
、
介
護
施
設
の
食

費
・
居
住
費
の
負
担
増
、

医
療
で
は
75
歳
以
上
の
高

齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担

増
（
10
月
１
日
か
ら
）
な

ど
社
会
保
障
の
改
悪
が

推
し
進
め
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
各
制
度
と
そ
れ
を
担

う
職
員
を
量
質
と
も
に
充

実
さ
せ
、
適
格
な
連
携
を

強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
住
民
の
支
え
合
い
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
支

え
る
公
的
支
援
の
充
実
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

植
木
団
地
跡
地
２
万
１
千
㎡(

甲
子
園
球
場
の
約
半
分)

あなたの声
を　　

あなたの声
を　　

　　　届け
ます

　　　届け
ます


